
緒言
Agilent 355 化学発光硫黄検出器（Agilent 355 SCD)と
J&W GasPro silica-PLOT カラムを用いて、非常に高濃
度の硫化水素 (H2S) 存在下で微量の硫化カルボニル
(COS) を検出することが可能です。

硫化水素と硫化カルボニルは一般的な硫化ガスです。硫
黄回収に必要な、天然ガスやさまざまな気体流などのガ
スサンプル中のこれらの測定は非常に重要です。H2S お
よび COS がわずかな濃度で存在する場合、厚膜メチルシ
リコンキャピラリカラムで直ちに分離されます。しかし、
COS が H2S の後部に溶出されるため (沸点順)、高濃度
の H2S 中の微量 COS を分離および検出するのは困難で
す。場合によっては、カラムの極低温冷却が分離を向上
させるのに役立つことがありますが、H2S 濃度が COS の
濃度の 100 ～ 500 倍以上の場合、極低温冷却は有効では
ありません。

この困難な分離の問題解決は、J&W GasPro silica-
PLOT カラムを使用することです。極低温冷却せずに、
COS は H2S より先に溶出されます。以下のクロマトグラ
ムでは、Agilent 355 SCD とともに J&W GasPro カラ
ムを用いた、プロピレンマトリクス中の微量 COS および
高濃度 H2S の良好な分離および検出を説明します。

Agilent 355化学発光硫黄検出器
硫化カルボニルと硫化水素の分離

技術概要
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Propylene matrix

500 ppm H2S

100 ppm COS

クロマトグラフ条件

インジェクタ温度: 120 °C

初期温度: 50 °C (定温)

注入の種類: スプリットレス
注入量: 1 mL

カラムの種類: J&W GasPro

カラム長: 15 m

内径: 0.32 mm

ヘッド圧力: 5 psig

詳細情報
アジレント製品とサービスの詳細については、アジレン
トのウェブサイト www.agilent.com/chem/jp をご覧
ください。
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